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令和3年度 東京データプラットフォーム協議会 第２回推進会議 

議事録 

 

時間： 2021年8月10日（火）15:00~17:00 

場所： Zoom （オンライン会議） 

 

 

1. 開会あいさつ 

【事務局】皆様、お待たせいたしました。定刻になりましたので、始めさせていただきま

す。第２回推進会議を開催いたします。 

 本日、第１回に引き続きまして司会を務めさせていただきます、デロイトトーマツコン

サルティングの松山でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 本日もオンライン会議での実施となりますので、先にいつもどおり注意事項を簡単にお

伝えいたします。 

 １点目、ハウリング防止のため、御発言されるとき以外はミュートにしていただきます

ようによろしくお願いいたします。 

 ２点目でございますが、発言時には所属先及びお名前をおっしゃっていただき、ほかの

方が話し終えてから御発言いただきますようによろしくお願いいたします。また、可能で

あれば、発言者のお顔が映るようにビデオをオンにしていただけますと幸いでございます。 

 ３点目、万が一事務局側の画面共有が途切れてしまった場合やフリーズしてしまった場

合に備えまして、皆様にも事前に御案内させていただいておりますが、ホームページ上で

資料を公開しておりますので、そちらでも閲覧できるように御用意いただけますと幸いで

ございます。 

 もし、音声等のトラブルが生じている場合は、Zoom上のチャット、又は事前に御連絡

差し上げております担当窓口へ御連絡をお願いできればと存じます。 

 なお、本日、宮坂副知事も御出席いただいておりますが、公務により途中で退席させて

いただく予定でございますので、その点は御了承いただければと存じます。 

 開始に先立ちまして、前回に引き続きまして、今年度、皆様とのインタラクティブな会

議運営を目指すべく、Mentimeterというツールを前回も使用させていただきましたが、こ

ちらを今回も使用させていただきたいと思っております。こちらは、完全匿名のアンケー

トツールとなっておりまして、この後表示いたしますQRコードを用いることでログインの

必要なく御利用いただけます。プログラムの途中で、内容につきまして皆様にも少しアン

ケート的なものをお取りさせていただきたいと思っていますので、お手持ちのスマートフ

ォン等でアクセスをしていただきますと幸いでございます。 

 早速、皆様にMentimeterを御使用いただきたいと思っております。今、画面に表示され

ておりますQRコードの方が簡単だと思いますが、もしくはスライド上のリンクとコードを
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ブラウザに入力することでもアクセスが可能でございます。 

 こちらを読み取っていただいた方には、「回答できましたか？」という画面が表示され

ていると思いますので、テストとして１度回答していただけると幸いでございます。回答

が、今皆さんQRコードを読み取っていただいたりしながら、リアルタイムで集計されてお

りますので、こういった形で実際に回答いただいて、それがリアルタイム集計できるとい

うツールになっておりますので、また途中で皆様に御意見を投げかけさせていただくとい

う形で使わせていただこうと思いますので、よろしくお願いします。 

 また、こちらも前回に引き続きですが、Zoomチャット上では皆様のコメントをいつで

もお待ちしております。Zoomチャットを事務局からも投げかけさせていただきますので、

御意見、御感想、関連情報の共有など、お気軽にコメントをよろしくお願いいたします。 

 皆様、62名の方に御回答いただきまして、御協力ありがとうございます。この後も同じ

ブラウザ上で適宜御質問させていただきますので、ブラウザを閉じずにそのままにしてい

ただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 少し前置きが長くなってしまいましたが、早速、会議内容に移らせていただきます。 

 本日、こちらの次第を基に進めさせていただきます。毎度のごとく、議題は山盛りでご

ざいますので、スムーズに進行していければと思っております。 

 本日は、記載のとおり、協議会の委員である佐藤委員と越塚委員からも発表をいただく

予定でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速、最初の次第に参りたいと思います。東京都の宮坂副知事より、開会の

御挨拶をいただきます。 

 副知事、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【宮坂副知事】本日は、推進会議に御出席いただきまして、本当にありがとうございます。

東京データプラットフォームは、官と民のデータをばらばらではなく繋げて、連携して一

緒になって使えるようにして、都民、企業の方がより快適で暮らしやすい東京をつくって

いこう、まちをつくっていこうという取組になります。 

 そのために、データを持っていらっしゃる方とデータを利用される方が繋がる場をつく

るための基盤となる会議体となり、基盤の仕組みがつくれればいいなと思っています。 

 熱海市は土砂災害があって大変なことになっているわけでございますけれども、あのと

きにデータの利活用が非常に注目を浴びたのではないかと思っています。 

 3.11の時から、ある種、シビックテックと災害やデータが結びついたと思うのですけれ

ども、あれから10年たって、もとから平時において用意されていたデータセットと、シビ

ックテックコミュニティの皆さんとか、いろいろな企業のデータが一つになったことによ

って、災害の全容がかなり早期に分かるようになったと、非常にエポックなことだったな

と思っております。 

 私も、行政がやるべきスマートシティの役割というのは、災害に対する強さが本当に大
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事だなと思いました。これまではどちらかというと、スマートシティをつくって、新しい

テクノロジーできらきらしたようなまちをつくろうという考えもあったのですけれども、

どんなに便利で最先端のものよりも、困っている時に助けてくれるものを作れば人々に感

謝されますし、それこそが行政の役割だなと本当につくづく思いました。 

 災害とデータ、災害とテクノロジー、感染症も災害の一つですけれども、これこそ行政

が本命としてやるべきところで、逆に行政が頑張らないとやれないところだなと痛感して

います。 

 昨日もIPCCの報告が出て、気候危機はもう人為的だ、これからもっともっと大変な災害

が起きるであろうということはほぼ確定的になってまいりました。報道を見ても、ギリシ

ャはとんでもない山火事になっていますし、ドイツの水害もすごいことになっています。

静岡県の場合は平時においてデータセットを点群で全部取るといったことをやっていらっ

しゃったのですぐに復旧ができたわけですけれども、今後、ああいった世界各国の災害の

動きを見ても、災害先進国と言われる日本とか東京でしっかりとデータを使ってスマート

シティをつくり、人の財産や命を守ったり、災害の初動対応が十分にできれば、これは日

本にしかできない貢献の一つになるのではないのかなと、強く思いながら報道を見ており

ました。 

 今日も色々なプレゼンテーションをいただきながら、それを参考にしてやっていきたい

と思います。 

 また、第１回の推進会議やワーキンググループのキックオフでは、本当に皆さん、多数

参加してもらいました。今日も本当にたくさんの方に参加していただきありがとうござい

ます。期待の大きさを感じておりますので、ぜひ自分たちの役割と責任を果たしたいと思

います。 

 本日の会議で紹介させていただきますが、防災データ、施設系データ集約WG、ケース

スタディ事業のプロジェクト決定、デジタルツインのウェブサイト開設とか、非常に盛り

だくさんでやっておりますけれども、ぜひ東京にしかできないような、災害に強いデータ

を使ったまちづくりもしっかりやっていきたいと思っています。 

 今日は活発な議論をぜひよろしくお願いします。 

 

【事務局】副知事、ありがとうございました。 

 早速、次の次第に行かせていただきます。まずは第１回推進会議の振り返りとして、前

回の推進会議の意見交換を通じて委員の皆様方からいただいた意見、その振り返りと、及

び３つ目の協議会の取組内容と方針、この２つを合わせて高橋部長から御説明いただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

2. 第1回推進会議の振り返り 

【高橋部長】東京都デジタルサービス局でデータ利活用担当部長をしております高橋葉夏
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でございます。 

 今回も多数の皆様に御参加いただき、本当にありがとうございます。早速ですが、御説

明させていただきます。 

 ７ページを御覧ください。こちらの方は、第１回推進会議で委員からいただいた主な意

見と、その対応方針をまとめております。 

 主に、外部への発信、コミュニティ形成／関係者との連携、運用ルールについて御意見

をいただいておりまして、対応方針に基づき今後取組を進めてまいります。 

 ８ページを御覧ください。第１回推進会議の参加者の皆様からいただいたアンケートを

一部集約、抜粋して記載しております。大きく、TDPF事業の方針・取組内容、関連事業、

フォーカス分野／ワーキンググループ、アイデアソン・オンラインセミナーなどにつきま

して御意見をいただきまして、こちらも記載した対応方針に基づき取組を進めてまいりま

す。 

 

3. TDPF協議会の取組内容・方針 

【高橋部長】10ページを御覧くださいませ。こちらは、まず協議会の取組内容としてワー

キング活動について御説明させていただきます。 

 11ページを御覧ください。７月15日に、防災データワーキンググループと施設系データ

集約ワーキンググループ合同で、第１回キックオフを開催させていただきました。合同ワ

ーキンググループでは、各ワーキンググループの概要や目的、活動イメージ等について御

説明した後、参加者の皆様と意見交換させていただきました。各ワーキンググループとも

150名もの参加をいただきました。 

 12ページを御覧ください。防災データワーキンググループです。防災データワーキング

グループが、防災に役立つデータの流通を拡大し、また防災サービスに必要な情報の整備

や連携方法を検討することで、サービスの開発を後押ししていきたいと考えております。 

 民間企業や団体の皆様の利活用ニーズに基づきまして、データの提供条件やフォーマッ

トの検討を進めながら、TDPFの役割についても検討してまいります。 

 13ページを御覧ください。第１回の防災ワーキンググループでは、防災データを利活用

する上での課題認識として、データフォーマットや運用面での課題、具体的なデータの利

活用に関するニーズなどについてお伺いしました。 

 この防災データワーキンググループに期待することとしましては、官民のデータ流通の

ベストスタディーの創出や、データカタログ等、ワーキンググループの進め方や実現して

ほしいことについても意見交換させていただきました。 

 14ページを御覧ください。ワーキンググループ開催後のアンケートでは、データの提供

者や利用者双方のインセンティブ設計がポイントであるということ。ニーズとシーズがマ

ッチングするディスカッションの場の必要性等について御意見をいただきました。ワーキ

ンググループに参加された皆様の御意見を踏まえつつ、今後は具体的なデータ利活用ニー
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ズの紹介や、提供可能データ等を踏まえて、想定ユースケース等について御説明させてい

ただく予定ですので、引き続きワーキンググループ活動への参加、御協力のほどお願いし

ます。 

 15ページを御覧くださいませ。続いて、施設系データ集約ワーキンググループの概要で

ございます。官と民の施設・設備データを集約し、その利活用を通じて都民が街で快適に

過ごせるサービスの提供を後押ししていきたいと考えております。まずは、西新宿エリア、

そして、トイレ施設を対象としてモデルケースづくりに取り組んでいきたいと考えており

ます。 

 16ページを御覧ください。第１回施設系データ集約ワーキンググループでは、トイレ情

報に関する具体的なニーズや、施設ID等、データ整備を進める上でのフォーマットである

とか、インセンティブ設計など、具体的な課題や取組拡大の期待など、今後の活動に向け

ての意見交換を行うことができました。 

 17ページを御覧ください。ワーキンググループ開催後のアンケートでも、インセンティ

ブやマネタイズ等の課題、そして、収集情報に対するアイデア等をいろいろいただいてお

ります。ワーキンググループに参加された皆様の御意見を踏まえつつ、第２回に向けて、

まずはデータ集約・提供する際のフォーマット案を検討していきたいと思っておりますの

で、引き続きワーキング活動への参加、御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 18ページを御覧ください。ユースケース創出に向けた取組について御説明させていただ

きます。現在、ユースケース創出に向けた取組として、TDPFがどういった分野のデータ

利活用に注力していくべきか、フォーカスすべき分野の選定を進めております。ワーキン

ググループやイベントなどと連動しまして、データを利活用したサービスの創出につなげ

てまいります。 

 19ページを御覧ください。TDPFとして、フォーカス分野につきましては、「未来の東

京戦略」を踏まえて、７つの分野から優先して検討を進めてまいります。各分野のテーマ

例を参考に、TDPFとしてデータの利活用の検討を進める分野やユースケースの検討に取

り組んでおります。 

 20ページを御覧ください。こちらは、第１回の推進会議でもお示ししましたが、フォー

カス分野選定に当たっては、東京都として重点的に取り組む必要があるか、他のデータプ

ラットフォームとのすみ分けは明確であるか、そして、広域自治体として取り組む必要性

があるかなど、５つの観点を重視して検討を進めております。 

 21ページを御覧ください。「未来の東京戦略」に沿いまして、東京都として取り組む必

要がある分野であることを踏まえまして、その他４つの観点で検討した結果、防災、まち

づくりを現時点でのフォーカス分野としまして、今後ユースケースの検討を進めてまいり

ます。 

 22ページを御覧ください。この２つの分野で今後の進め方を記載しております。防災分

野におきましては、先日立ち上げましたワーキンググループや、現在計画しておりますア
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イデアソンにて、ユースケースの検討を推進していきます。まちづくり分野につきまして

は、バリアフリーや混雑対策については既存のワーキンググループで検討を進めまして、

その他のテーマについては、本協議会の活動やケーススタディ事業等のTDPF関連事業を

通じて検討してまいります。 

 23ページを御覧ください。ユースケース創出に向けた取組につきまして、先ほどのフォ

ーカス分野の選定の取組やワーキンググループの活動を踏まえて、現在、いろいろなイベ

ントを計画中でございます。 

 24ページを御覧ください。イベントにつきましては、アイデアソンやオンラインセミナ

ーを検討しております。アイデアソンにつきましては、先日立ち上げました２つのワーキ

ンググループと連動する形で開催を予定しております。ワーキンググループの参加メンバ

ーについても、企画段階から積極的な御参加をいただきたいと思っております。オンライ

ンセミナーについては、コミュニティ活性化のため、協議会参加者による技術やサービス

を発表する場などの提供も検討しております。 

 25ページを御覧ください。現在、東京データプラットフォーム協議会としてSlackを開設

しておりまして、情報共有や参加者の交流等、コミュニティ構築の場として活用を開始し

ているところです。７月時点で、推進会議の委員の皆様をはじめ、本会議やワーキンググ

ループに御参加いただいている企業や団体の皆様、約120名の方に参加いただいていまし

て、ワーキンググループごとにもチャンネルを設定しております。ぜひ御興味があるコミ

ュニティに御参加いただきたいと思います。 

 26ページを御覧ください。Slackの申込みにつきましては、本会議終了後にアンケートフ

ォームで登録することも可能ですし、また、事務局のアドレスにメールを送っていただけ

れば、随時申込みが可能ですので、ぜひお気軽に御参加いただきたいと思います。 

 

【事務局】高橋部長、ありがとうございました。 

 本日も、各ワーキングでいろいろ取組が始まっておりまして、盛りだくさんの内容です

が、その中でも、今ワーキンググループと連動しながら、高橋部長より御説明のあったイ

ベントに関して、事務局にて絶賛企画検討中でございまして、イベントと言うからには、

皆様のニーズに合わせて盛り上がるようなイベントにしてまいりたいと思っていますので、

ここで少しMentimeterを活用させていただきまして、皆様がイベントに参加者として期待

するところを少し御意見をいただきまして、今後の企画のインプットとさせていただきた

いなと思っております。 

 今、画面に記載のQRコード、先ほども入っていただいていますので、既に入っていただ

いた方はブラウザ上でアンケートに答えられるようになっていると思いますので、こちら

で一度、イベントに何を期待しますかという問いに御回答いただければ幸いでございます。

よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございます。今、画面を映しておりますが、もう50名を超える方がお答えい
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ただいています。 

 １つは、やはり情報提供ということで、いろいろな各参加者の皆様、各社様がそろわれ

ていますので、そういう方がやられている事例とかケースみたいなものを情報提供してい

くというところがまずベーシックに意義があるのだろうなというところと、あとは、イベ

ントと言うからには、一方的な情報提供だけではなくて、そこに参加している方々同士の

仲間づくりも同じレベルで期待されている。 

 この辺り、今もまだコロナがはやっておりますけれども、どういう形でオンラインを使

いながら仲間づくりができるかというところ、ここがベーシックに情報提供をしつつ、仲

間づくりができるようなイベントにどう仕立てていくかというところが我々事務局として

のチャレンジなのかなと感じました。この辺りはぜひ工夫して、何らか皆様が参加してよ

かったと思えるようなイベントにしていきたいと思っています。イベントの御案内はもち

ろん皆様に差し上げますので、ぜひ積極的に御参加いただければと思っておりますので、

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。御協力いただきまして、ありがとうございま

した。 

 

4. 佐藤委員からの発表 

【事務局】続きまして、冒頭でも御紹介しましたが、本日は佐藤委員から御発表いただき

ますので、早速、そちらの次第に進めさせていただければと思います。 

 佐藤委員、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【佐藤委員】かしこまりました。よろしくお願いいたします。 

 それでは、推進委員をさせていただいております佐藤の方から発表させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 今回、私、TDPFの委員をさせていただいたのは初めてでございまして、前段、いろい

ろな議論があるのであろうと思ってはおりますが、私が今思っていることを発表させてい

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 まず初めに自己紹介です。私はサイバーエージェントという会社に2000年、新卒第１期

生で入社いたしまして、広告代理店の営業と子会社の新規事業の立ち上げ、2006年からは

サイバーエージェントのコーポレートベンチャーキャピタルの方で９年間、国内の投資、

ベンチャー企業への投資を実行いたしまして、2016年に今のiSGSインベストメントワーク

スを設立して、代表パートナーに就任しております。 

 私がやっておりますベンチャーキャピタルのファームは３名の代表パートナーがおりま

して、アイスタイルという会社が東証一部上場会社であるのですけれども、そこの菅原と

いうCFOと、元DeNA等々で投資とM&Aの責任者をやっておりました五嶋、この３名でや

っているのが我々のファームになります。 

 私たちは、今御紹介したとおり、サイバーエージェント、DeNA、アイスタイルといっ
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たような黎明期からベンチャー企業の一社員としてその成長を支えてきていて、私たちの

強みは、ベンチャーキャピタルというビジネスは基本的に金融業ですけれども、我々はた

たき上げの実務ばりばりのメンバーで構成されているというところも非常に強みになって

おります。 

 あと、私が国内ベンチャーキャピタル業界の中でいきますと、代表パートナーをしてお

ります女性というのは本当に少なくて、そういった意味では国内で初めて、独立系のベン

チャーキャピタルの女性のパートナーとしてこのベンチャーキャピタルを立ち上げたとい

う経緯がございます。 

 １号ファンドを2016年からスタートいたしまして、現在、２号ファンド等を含めて78社

に投資を実行しております。 

 私が女性ということもありますけれども、我々、非常に女性がイニシアチブを握る市場

というのは非常に注目をしておりまして、投資先の女性経営者がいるところが38％、あと

は海外で起業している日本人の起業家にも17％投資をさせていただいております。 

 今回、東京都のTDPFもやらせていただいておりますけれども、その他、APT Women

という女性の起業家のメンタリングをさせていただいたり、様々な自治体、文科省、経産

省のJ-Startup、そういったところの委員もさせていただいております。 

 簡単にデータ活用、データ利活用というのはちょっと違うかもしれないのですけれども、

私がおりますベンチャーキャピタルの簡単な御紹介をさせていただければと思います。 

 皆さん御存じの方も多いかと思うのですけれども、ベンチャー、スタートアップと言わ

れる会社を創業いたしますと、事業資金というのをどこかしらから調達をしないといけな

いと思うのですけれども、一般的な銀行さんから、返済期限が決まっていて利子をつけて

返すというのが融資になります。 

 一方で、我々が行っております投資というのは、返済の義務もなく、特に実績がなくて

も、検討期間も比較的短く、金額を多く、数千万から数億といったお金を投資して、その

会社の成長を支えるといったことをさせていただいております。 

 皆さん御存じかと思うのですけれども、私がお金持ちということではなくて、ベンチャ

ーキャピタルのビジネスモデル自体が事業会社及び金融機関、あとはイグジットをした個

人の皆さんなどからお金をお預かりして運用するようなファンドとして、10年間運用する

というのが我々の責任になっております。 

 その運用の投資先の一環としてベンチャー企業の目利きを行い、そこに対しての投資を

させていただくということになります。10年間なので、私は今43歳ですけれども、39歳で

独立しましたので、最大で12年運用するので、51歳までこの仕事をやるということで独立

をさせていただいております。 

 我々が非常に魅力的に感じるビジネスというのは幾つかあるのですけれども、１番と２

番、ちょっと極端な見せ方にはなってしまうのですけれども、私たちベンチャーキャピタ

ルにとって非常に魅力的な市場、ビジネスはどういったものかというのを表したのがこち
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らになります。我々にとって魅力的な事業というのは２番目になります。大きく赤字を掘

ってでも、短期間で一気に業界、世の中を変えていくようなサービスを目指すような起業

家に我々は投資をさせていただいております。 

 その投資させていただいたベンチャー企業が成功するためには、我々は本当にありとあ

らゆる総合格闘技のような支援をしておりまして、事業の戦略の立案から人材の紹介、我々

の得意とする人事評価制度であるとか、人を採用する、解雇する、本当にありとあらゆる

ことが、上場直後、上場前も含めてですけれども、経営に落っこちてくるのですけれども、

そういったところを御支援させていただいております。 

 様々なベンチャーキャピタルがございまして、その預かっているお金の種類であるとか

投資の目的などは様々ですけれども、こういったところがございます。 

 ベンチャーキャピタルが見ている事業のポイントがこちらになります。ちょっと文字が

大きくて大変見づらいかと思うのですけれども、我々はまさにビジョンですね、その起業

家がどういった事業を実現してどういうふうな未来を行いたいのか、どういった解決した

い課題があるのか、そういったところを最初に見させていただいて、それを解決するため

のプロダクトサービス、どういうふうなもので課題を解決して未来を実現するのかといっ

たところを見させていただきます。 

 戦略といっても、ベンチャー企業は、創業間もないところは事業計画をつくっても絵に

描いた餅のようなところもありますので、その辺はシードと言われる、本当に創業間もな

いベンチャーに投資させていただくようなことが多い私たちは、一緒にそういったところ

をつくっていくというところをやらせていただいています。 

 あと、一番大きなところでいくと、どの事業をやっていくのも非常に大事だと思うので

すけれども、マーケットであるとか、時流であるとか、そういったところも非常に大事か

と思っています。 

 最後に、それを実現するためのチーム、勝てるチームになっているかというふうに書い

てあるのですけれども、やはりベンチャー企業は本当にお金がない中で世の中を変えてい

こうとチャレンジしていきますので、最小の人数で最強のチームでそういった課題に挑ん

でいくといったところで我々がチームを見させていただいています。 

 ここからが本題ですけれども、10分間ぐらいのお時間ということで、私、一民間人、東

京都民として、データの利活用をもっとこういうふうにやっていただけたらいいのではな

いかといった御提案をさせていただきます。 

 これも本当に東京都の皆さんからすると釈迦に説法かもしれないのですけれども、我々

の投資先でありますエクサウィザーズというAIのベンチャーのメンバーとデータの利活

用に関してディスカッションをさせていただいたときに、彼らから出てきた内容を基に書

かせていただいております。 

 もちろん自治体の中でデータを扱えるような人材を採用するというのは非常に難しいの

かなと思っておるのですけれども、統計官とか公募案件といったものを民間に委託すると
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いうところで、自治体内のデータ保有の実態といったところの知見がたまりにくいよねと

いったところが課題の一つではあるのかなと思っています。 

 あとは、そんなに統計データとかに詳しくなくても、自分たちの自治体の課題と、どう

いうふうなデータを保有しているのか、それをどう活用したら解決できるのか、そういっ

たところの想像力を持ったような人材というのは必要だよねと。 

 今は、様々な部署ごとに持っているデータというのが縦にあって、それを横串でどうい

うふうにしたら解決できるかなみたいなところの横串連携できるような人材が少ないよう

に思います。そう考えると、こういった人材の採用というのが非常に大事になってくるの

かなと思っています。 

 あと、データの個人情報といったところですけれども、ここは本当に繊細で、いろいろ

な議論をされての今回の２回目のTDPFだと思うのですけれども、個人情報の扱いは民間

の都民とかも個人情報に対する知見をちゃんとためていかないと、これは全然個人情報で

はないよというものであっても賛否が出やすいというところもあって、自治体さん側で、

個人情報でなくても、そこにちょっと近しいようなことはもう思考停止してしまうような

職員の方もいらっしゃるということで、なかなか利活用が進まないのではないかといった

意見も出てきました。 

 自治体独自の条例の方が個人情報をうまく活用できるような話も聞きましたので、そう

いったところでうまく利活用できるといいなと思っています。 

 あとは、これも本当によく言われていることかと思うのですけれども、リードタイムが

なかなか長いねというのがあって、セキュリティ要件が非常に高くて、それを満たすため

に環境整備であるとか維持費用をやると、ベンチャー企業のような資本力がない会社さん

というのは、データの利活用に手を挙げたくても、なかなかそこに至らないというところ

がありますので、セキュリティ要件を低くしろと言っているわけではないのですけれども、

利活用できるようにもうちょっと何かしら環境整備ができるといいなと思っています。 

 あと、私が聞いた話で大変恐縮ですけれども、商用利用不可というふうなデータの活用

に関する制約があって、それがあることによって民間参入がほぼ困難という話を聞いてい

ます。ここは非常に難しいと思うのですけれども、やはり民間参入を今後図っていって、

さっき宮坂副知事がおっしゃるとおり、民間がデータを活用して、よりよい日本、東京都

をつくっていくといったところは、こういったところの制約を低くしていくということも

重要なことなのかなと思っています。 

 時間もありますので飛ばさせていただきますけれども、これは先ほどから申し上げてお

りますエクサウィザーズが神奈川県とやられた事例ですけれども、この辺も民間が受託し

て、初回提案から解析の着手まで約１年半の調整工数がかかったというところです。デー

タを触るところに行くまでに１年ぐらい時間がかかってしまうと、なかなか民間の参入と

いうのは大手でないと難しいなというのを事例として出させていただきました。特に、別

に神奈川県が悪いとか、そういうことではないのです。 
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 一方で、日本と台湾を比較するのもあれですけれども、データ利活用のスピードの差と

いうのも非常にありまして、日本と台湾と全然違ってくるということになります。この辺

はさらっと見ていただけたらと思います。 

 ここからが、私もそんなに詳しくないのでこれから勉強のところではあるのですけれど

も、民間がデータの利活用をさせていただくときに、受託ということでやると、そこまで

しかできないよねという受託の範囲の中で最高のアウトプットを出すというところが目標

になってくるのですけれども、海外ではこういったレートカードというものを作成して、

こういった社会的課題を解決することによってどれぐらいの社会的インパクト、お金です

ね、そういったところのインパクトがあるので、これぐらいのポイントを達成できたら報

酬を支払いますよといったようなレートカードというものを作成しているようです。それ

によって、民間がチャレンジしたときの成功報酬が非常に分かりやすくなるので、チャレ

ンジしたいなと思うところがあるようです。 

 これは経産省さんの調査などにももう出ているものですけれども、イギリスとかアメリ

カといったところがこういった成果連動型の民間委託契約方式によって民間のデータ利活

用を推進しているといった事例も多く出ておりますので、こういったこともうまく民間を

巻き込んでいくためには必要不可欠なのかなと思っています。 

 この辺は新しいアウトカムファンドというワーディングも出てきますので、こういった

ところは我々としてもいろいろな方たちと連携をして、ファンド運営者としてもチャレン

ジしていきたい領域かなと思っています。 

 これもマサチューセッツ州のプロジェクトの事例を一応掲載させていただいております。 

 あとは、高度人材の採用のところですね。まさにデジタル庁は今いろいろなところで話

題になっておりますけれども、都とか国とかのデータを触るというところでは致し方ない

部分はもちろんあるかもしれないのですけれども、採用要件に日本の国籍を有しない者は

そもそもエントリーすらできないよということになっております。 

 そういうことを考えると、より高度人材の採用とか日本の国力とかをこういうふうに考

えていくと、外国人も積極的に受け入れてやっていく必要というのがあるのではないかと

思っております。 

 あと、データの利活用のアウトプットのところですけれども、これは別にいけないと言

っているわけではないのですが、東京都のオープンデータのカタログサイトがありますよ

ね。そちらにいろいろなデータの利活用の事例が載っているのですけれども、非常にいい

例ですが、ここにあると、都民はそれを見る機会に恵まれないなと思っています。せっか

くやったのであれば、そういったところをうまくアピールしていく、PRのところも変えて

いきたいと思っています。 

 こちらは御存じかと思うのですけれども、ほかの自治体さんとか国とかのデータの利活

用における事例を簡単に御紹介させていただきます。 

 川崎市さんは、交通事故の削減と交通混雑の緩和を目的とした取組をナビタイムさんと
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やられている。この辺に関しては東京都さんもやられていらっしゃると思うのですけれど

も、米国とかになるとちょっと毛色が変わってきまして、不動産データを誰でも見ること

ができる。過去の売買価格とか、固定資産税であるとか、価格情報の周辺の売買事例とか、

価格変動のデータとかでも全てオープンになっています。 

 そうすると、自宅のエリアがどれぐらい市場において上昇傾向なのか、下降傾向なのか

も見てとれますし、サービスなんかは犯罪情報をヒートマップとしてプロットしているこ

とによって、初めてそこに訪れた人も、ここの通りから向こうはちょっと危ないのねとか、

ここを購入しようかなと思ったときに、その犯罪データみたいなところがあるので、ここ

はやめておこうかなと思ったり、個人と不動会社が持つ情報に格差がなくなることによっ

て、より一層フラットな売買が行われることができるという感じです。 

 そう考えると、私も子供がおりますので、こういったデータは、最近ラインとかでも中

野区のこの辺だと変な人が出ましたよみたいなものが来るのですけれども、それだけ来て

も対応することも親としてもできませんので、こういうふうなものが常に見られると非常

にいいのかなと思っています。 

 あと、これは研究されている先生の資料を一部拝見しているのですけれども、データ公

開されていても、そのデータの頻度というのが非常に大事になってきて、それによってア

ルゴリズムの開発に使えるようなデータというのが大分変わってくるよねということが言

われていましたので、事例として載せさせていただいております。 

 これなんかは、大東京防犯ネットワークというふうに書いてあって、１か月単位の更新

頻度になっているので、時間データとかでこういったものが変わってくると、データの利

活用としては一般都民とかに還元できるような情報提供ができるのではないかなと思って

います。 

 最後に、ちょっと私はあまりデータのところは詳しくないのですけれども、日本のレセ

プトデータ、これは東京都というよりは厚労省が持っているデータなのかもしれないので

すけれども、日本のレセプトデータを非常にグローバルで見ても、非常にきれいで、海外

のデータサイエンティストにとっても非常に魅力的なデータのようです。そう考えると、

こういったレセプトデータとかによって、高齢者社会、先進国の日本においては、うまく

ソーシャルインパクトをレセプトデータを活用すると与えられるのではないかなというと

ころと、あとは海外の優秀な人材を国内に呼び込んで、よりデータの利活用を促進させる

ことができるのではないかと思っています。 

 最後に、冒頭にも申し上げましたけれども、私も東京都民として、データの利活用とか

データとなると必ず個人情報保護の観点で、私たち市民側もちょっと怖いよねといったよ

うな反応にどうしてもなってしまうのですけれども、国民側のITリテラシーとか情報リテ

ラシーというのも上げていかないと、こういった利活用というのは民間を巻き込んでの都

民の理解が得られずうまく進まないというのもありますので、そういった両方のリテラシ

ー、官民、個人、国民、そういったところもリテラシーを上げて、みんなで解決していく
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というのが非常に大事なのではないかなと思っています。 

 以上になります。ありがとうございました。 

 

【事務局】 佐藤委員、ありがとうございました。 

 いろいろな論点が幾つも出ましたけれども、データを活用する側というか、民間側及び、

その中でも特にスタートアップの界隈で触れられている方は、その視点から見たときに、

行政側の課題感とか、もちろん行政側も認識している部分もあるのですが、改めてずばり

御指摘いただきまして。 

 

【佐藤委員】いろいろと言いたい放題で。 

 

【事務局】また、その中でも、若者とか、スタートアップとか、PRしていく上でどんどん

そういうのを巻き込んだ方がいいよみたいな御意見を前回もいただいたと思うのですが、

そういうものの重要性とか、あとはPFSみたいな文脈は、前回たしか越塚先生も少しそう

いったマネタイズみたいなところを新しいスキームを考えていくべきだよねみたいなとこ

ろもあったかなと思うので、いろいろいただいた御意見を踏まえさせていただきつつ、ま

たちょうど、佐藤委員からいろいろネタをいただきましたので、この流れで次の次第の意

見交換にそのまま入っていければと思っております。 

  

5. 意見交換① 

【事務局】意見交換のアジェンダです。 

 佐藤委員の発表の前に、高橋部長から御説明させていただきましたワーキンググループ

の具体的な活動内容とかフォーカス分野みたいなところ、イベントもそうですし、あとは

スタートアップのコミュニティづくりというふうに紹介していますけれども、今、佐藤委

員から御発表いただきましたもろもろの視点、データ利活用をする上での民間側の視点と

かも含めまして、少し大きめのテーマで、協議会の取組内容・方針について意見交換させ

ていただきたいなと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 では、本日も適宜、委員の皆様から手を挙げていただいてと思っておりますが、よろし

ければ、今日後ほども御発表いただくのですが、最初に越塚委員の方から、今のユースケ

ース創出に向けたワーキンググループの活動等に関しまして感じられたこととかを一言い

ただければありがたいのですが、越塚委員、いかがでしょうか。 

 

【越塚委員】ありがとうございます。今年度の活動の中で、先ほどのお話の中でもイベン

トということが具体的な中で非常に重要かなと思って、アイデアソンにしても、ハッカソ

ンにしても、アプリコンテストみたいなもので、すぐ結果がでることを期待してやってみ

て、そこから実用になったものは幾つあるのですか、という質問をよくされます。あまり
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急ぎ過ぎてもいけないと思うし、また、そういうイベントとかコミュニティづくりをする

ときに重要なことは、実際のソフトとかアプリとか案件が出てくることだけではありませ

ん。コミュニティづくり、仲間づくりだったり、こういうデータに関心を持っていただく

裾野を広げるということであったり、あとは、先ほどのアンケートでも情報共有というこ

とを希望する方も随分多かったですが、かなりディテールも含めての情報、例えば本当に

データのテクニカルな部分とか、そういうところも含めて情報を提供していくのにはイベ

ントは非常に有効なやり方だと思います。ですので、そういう情報提供の意義もあるし、

またそこでいろいろなアイデアが出てきたとき、その人たちがすぐ製品とかはできないか

もしれないけれども、そういうアイデアが都民や東京都の中でシェアされて、そういう意

味で抽象度の高い知識として流通していくということなど、いろいろな意義があると思い

ます。ですので、単に実用案件が出てきたかということだけに行ってしまうのではなくて、

もうちょっといろいろな意義があるので、それを盛り上げるような仕組みをやっていただ

けるといいのかなと思いました。 

 

【事務局】ありがとうございます。まさに、例えばアイデアソンとかをする上でも、即物

的なアウトプットだけではなくて、そのプロセスにおいてできるコミュニティであったり、

すぐにはできなくても、そのアイデア自体がマーケットでシェアされることによって、新

しい人がまたそのアイデアを膨らませてみたいな、そんなつながりみたいなところも含め

て設計していくべきだという御指摘かなと感じました。 

 もしよろしければ、その点、もしくはまた違う視点でもいいのですが、今のイベントの

アイデアとかにつなげていくみたいな視点でいくと、まさに前回も南雲委員の方から、そ

ういった活動に関していろいろ御示唆をいただきましたが、今の越塚委員の御発言を受け

まして、南雲委員、何か御意見をいただけますと幸いでございます。 

 

【南雲委員】ありがとうございます。 

 御説明をお聞きしていて、フォーカスとして防災とかまちづくりとか、まさに公共財の

提供、パブリックのど真ん中に行ったなという印象を受けているのです。ヨーロッパとか

シンガポールの人たちと話していると、まちづくり、防災みたいなところ、スマートシテ

ィづくりのところは、女性とか子供の意見を聞けというのがとても出てくるのです。 

 何を言っているかというと、ふだん声が大きい大人の男の人たちではない人の声を聞い

た方がいいまちができるよということを彼らは言っていて、育てるという感覚は男性より

も女性の方が強いからということなのですね。女性とか子供たちにとっていいまちは、誰

にとってもいいまちだというのが社会のコンセンサスになってきているのです。だから、

いろいろなヨーロッパのまちを見ると、オーストラリア、ニュージーランドもそうですけ

れども、市長さんとか国の首相なんていうのも女性が増えていますよね。そういう右肩上

がりの成長ではなくて住みやすさを求めるときは、女性の感覚の方が頼りになるという時
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代が来ているのだと思うのですね。 

 なので、女性、子供、学生、それから障害者みたいな弱者、その家族、こういったとこ

ろからアイデアを拾ってくるというところを忘れないようにするというのが一つの大きな

ポイントかなと思います。 

 

【事務局】ありがとうございます。 

 その点、先ほど佐藤委員の御説明でも、女性の経営者のスタートアップの方を結構重点

的に御支援されているという文脈があったかなと。その文脈で、広義の意味でのそういう

スマートシティみたいなテーマに資するようなソリューションを持たれているスタートア

ップの方とかもいろいろいらっしゃるのかなと思うのですが、佐藤委員もそういった女性

の視点でのソリューションもしくはデータ活用みたいな観点において、何か御意見をいた

だけますでしょうか。 

 

【佐藤委員】ありがとうございます。 

 まさにおっしゃるとおりだなと思っていて、女性や弱者が使いやすいというか、安心し

て暮らせるまちというのは、誰にとっても住みやすいまちなのだろうなというのを本当に

思います。 

 私たちも、データ利活用になってくると女性のエンジニアがまだそんなに多くはないの

ですけれども、投資先にも非常に優秀な海外のエンジニアとか研究者がかなり入ってきて

いますので、そういったところでは、今先生がおっしゃったように、女性とかグローバル

人材の活躍がこれからはかなり期待できるのかなと思います。コロナ等々がありますけれ

ども、そういったところが収まってもですね。 

 先ほど御説明がなかなかできなかった部分でいくと、台湾ですとデータを海外からも触

れるような仕様になっているみたいなのですね。日本のデータを触ろうと思うと、省庁の

中のパソコンでしか触れないとか、データを触りたいのだけれども、遠隔では触れなかっ

たりするところが、そこに行ってできるような男性とか、そこに行けるような人しかデー

タに接触できないといったところもあるかと思うので、今、コロナで遠隔地でワーケーシ

ョンとかも非常に伸びてきていますので、いろいろなところからデータをアクセスできる

ようにすることも様々なダイバーシティにつながるような気もしています。 

 

【事務局】ありがとうございます。そういう意味では、我々TDPFは司令塔が高橋部長で

すので。 

 先ほど高橋部長から説明を差し上げた施設系データ収集ワーキングとかは、そういった

抽象的なタイトルになっていますけれども、まさにああいうトイレデータとかそういうと

ころはバリアフリーの観点であったり、あとは今後、トイレ、多目的トイレとかであれば、

授乳室とか、そういう施設のデータみたいなところも恐らく拡大していくのかなと思って



 

16 

 

いますので、そういう視点はもちろん持ちながら、さらにそれをどう生かしていくかとい

う観点でも、今、副知事からチャットでこども基本条例みたいなコメントもいただきまし

たが、そういう視点もしっかり、高橋部長以外は男ばかりのチームなのですけれども、そ

の点、委員の皆様の御意見をいただきながら進めていきたいなと思っています。 

 よろしければ、そういったワーキンググループの活動、今少し施設系データ集約ワーキ

ングに触れさせていただきましたが、まだまだこれから具体的にどういうデータを取って

いくのかというのは、今日の資料上では具体的にこのデータを取りますというところまで

言及し切れている部分ではないのですが、今後、今日掲げさせていただいたテーマでいろ

いろデータを取っていく上で、日置委員の視点から、こういうデータを取るのであれば、

こういう観点に気をつけた方がいいよとか、そういった形の御指摘とかアドバイスをもし

いただけるようであれば、日置委員、お願いしてもよろしいでしょうか。 

 

【日置委員】日置でございます。ありがとうございます。 

 佐藤委員のプレゼンも拝聴しながら、今後のイベントであるとかフォーカス分野を考え

つつ、どのようなデータを取得して使っていくのかという議論の際に、少し気にしておか

なければいけないのが、例えばレセプトであれば、各企業であるとかいろいろなところが

活用をこの数年間ずっと議論をしているわけです。スタックポイントというものがまとま

っていますので、そういったところは当然会議体で議論をする際には事務局側から提案、

説明するということが必要かなと思いました。 

 犯罪関連のヒートマップなどもそうですけれども、例えば町なかの防犯ビデオカメラ画

像を使えるのかという話もありますが、そういうのも数年来、アメリカの例とかも挙げな

がら議論がされているという認識です。ですので、そういったところの素材提供、議題の

ときには、しっかりと今ある議論というものはお出しいただいた方が話はスムーズに進む

のかなというのが１点です。 

 コミュニティづくりというふうに考えたときにも、今もう既にビジネスでデータ利活用、

あるいは実証研究をするために各社がいろいろな取組をしている中で、スタックポイント

というのは幾つもあると思うので、そういったところの話も聞きながら、コミュニティあ

るいはDPFからの離脱率、どこで離脱するのかというところをUI/UXも含めて考えていっ

た方がよいのではないかと思っております。 

 あと、もう一点だけ、トラストアンカー型とマッチング型というのを去年お話しさせて

いただいたと思うのですが、TDPFの方でどういう役割を果たして、どういうところをチ

ェックしていくのかというところも念頭に置いた上で議論が進められた方がよいかなと思

っています。今後のハンドリングの方法、あるいはどこまで自分たちが責任を持つのか、

そういったところを考えながら課題設定をして情報集約をされた方がよろしいかなと思い

ます。 

 以上です。 
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【事務局】ありがとうございます。 

 特に最初の方でいただいたところ、確かに個人情報も含めて結構議論がなされているの

ですね。ユースケースの中であったり、国ももちろんですけれども、意外と実際に検討す

る場においては、昔の情報をベースに検討していたり、実は検討が進んでいる最初の情報

が拾えていないというところが確かによく見られる光景だなと思いましたので、その辺は

まさに事務局の頑張りどころだと思います。ありがとうございます。いい御指摘をいただ

きました。 

 庄司委員、よろしければ、最後、まとめみたいな形で恐縮でございますが、TDPF協議

会のユースケース創出に向けての取組、今御説明を差し上げたところに関しまして何か最

後に御意見をいただいてもよろしいでしょうか。 

 

【庄司委員】幾つかあります。最初の宮坂副知事のお話にも関わるのですけれども、協議

会の活動の中の防災で、アイデアソンなどで新しい使い方を探っていくというのも大事な

のですけれども、実際の防災訓練の際に何かできないかということを探っていくというの

も大事かなと思います。 

 今回の熱海のデータ活用もいい話でして、昔から静岡県の方々といろいろ一緒にやった

り議論したりしていたので感慨深いのですが、ただ、やはりあれは有志の方々による割と

アドホックな突発的な活動がうまくいったということでもあるわけですね。 

 準備できることはいろいろあります。事前にこういうときにはこういうデータが必要に

なるよね、それはここにあるよね、そのデータはこの人がまずこれをして、そこにこうい

う人たちが協力してみたいなことを事前に決めておくことはある程度できるわけですし、

それを訓練でやってみることによって、実践でやろうとするとここが問題だねというのも

分かってきます。ぜひ防災訓練の際にもデータの扱いみたいなことを入れていけるといい

のではないかと思います。 

 災害時、スマホをいじっていたりすると遊んでいるのかみたいに言われたりするけれど

も、そんなことはなくて、データ、情報の扱いはすごく重要なので、ここは実践ともうま

く絡めるというのもポイントかなと思いました。 

 それから、佐藤委員の話の中で、いろいろそうだなと思うこともあったのですけれども、

商用利用不可のデータという件ですね。行政の人がよく言いがちな言い訳です。オープン

データという考え方はもう大分浸透してきたので、「商用利用不可といったらそれはオー

プンではありません」「オープンデータと言っているのに商用利用不可とはどういうこと

ですか」と、最近結構怒られるようになってきているので、大分なくなっているはずなの

ですけれども、商用利用不可だとおっしゃる行政の方はまだいるようです。そういうもの

は個別に潰すというか、何でそうなのですかということを個別に検討していけばいいので

はないかと思います。 

 商用利用不可の似たものとして、学術利用限定というものもあります。商用利用不可は
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まだ何か目的で縛っている感があるのですけれども、学術利用限定という場合は、大学の

人ならオーケーみたいな言い方をするのですけれども、それでいいのでしょうか。学術と

言いながら非常に商業的な学術もあるわけで、学術利用限定というときは何を守ろうとし

ているのかみたいなこともよく考えた方がいいと思うのですね。 

 同じような話で、さっきの佐藤委員の話の中にあった、今度は人材の話で国籍条項とい

うのもありましたけれども、では、国籍が日本なら絶対に大丈夫ですかというと、そんな

こともないわけですね。なので、何をなぜしてはいけないのかということで本当は縛らな

いといけないと思うのですね。所属組織とかプロファイルで縛っても本当は意味がないの

に、縛る理由にしているというものは見直していくべきだろうと思いました。 

 あと、これも佐藤委員のお話の中で、自治体の中に知見が定着しにくい問題というのが

ありましたけれども、これは特に自治体の方とお付き合いしていて思うのは、異動という

のがすごく痛いのですね。こっちは５年、10年ずっと同じでやっているのですけれども、

数年で人が入れ替わってしまうみたいなことがあるとすごくもったいないので、そこはも

うIT職の採用とか東京都は手を打ち始めていますけれども、知見がきちんと定着する、あ

るいは継承されていく、広がっていくような人事とかキャリアパスの問題としても考えて

いただければと思いました。 

 今、都庁の中の話を言いましたけれども、それは行政の中だけではなくてコミュニティ

の中でも、業界団体みたいなところも、企業から出てくる方がころころ入れ替わると、同

じ議論を繰り返したりすることがあるのですね。そこも、どうやって共通の文化とか了解

事項をつくっていくか、そこが実は結構運営の肝かもなと思いました。以上です。 

 

【事務局】ありがとうございます。 

 最後のところは、越塚先生とか庄司先生とか、企業の先生がずっと長年言われているの

だけれども、そこに入ってくる民間とか行政のメンバーがころころ変わっていくみたいな

ことを痛感されているのかなと理解しました。 

 １点目の防災みたいなもの、いわゆるデータ実証みたいなものをやるときに、実際の防

災訓練との接続みたいな話は非常にいい視点だなと思いました。そういうPoCとかは独立

してやってしまうケースが結構あるかなという気がするのですけれども、実際、今までや

っているアナログの取組とどう接続できるかというところもやってみようと。特に防災み

たいなところは、実際に起こったケースでPoCができるわけではないので、そういう意味

ですごく面白い視点だなと思いました。ありがとうございます。 

 副知事、よろしければ、第１回の意見交換は時間の関係上この辺りで締めさせていただ

こうと思うのですが、これまでの委員の御意見を聞いていただきまして、コメントをいた

だければ幸いでございます。よろしくお願いいたします。 

 

【宮坂副知事】皆さん、本当に多岐にわたる説明をありがとうございました。また、佐藤
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委員もすばらしいプレゼンテーションを本当にありがとうございました。 

 私からは、ちょうど今映っているスライドのところで言うと、２つ目にあったスタート

アップとかコミュニティづくりというところを僕はぜひ進めていきたいと思っています。 

 ちょっと書き加えるとすると、スタートアップに限らず、データを使って、もうちょっ

とまちとか公共はよくなるのではないかと思う人はいろいろなセクターにいらっしゃると

思うのですね。スタートアップにもいると思うし、大企業の中にももちろんたくさんいら

っしゃいますし、あとは大学とか、そういった学校の世界にもいらっしゃいますし、NPO

の中にもいらっしゃると思います。そういった者と東京都の職員の関係性がやや希薄なの

かなと問題意識を持っているのです。やはり人間関係のないところにシナジーなんかは生

まれないので、まずは名前と顔が一致する関係をつくらない限りは、どんな戦略も絵に描

いた餅になってしまうかなと思います。 

 私もこの仕事に入って最初にあるシビックテックのイベントに行ったときに、日本中か

ら百数十人ぐらいいろいろな人が集まっていたのですが、東京都の人が僕ともう一人しか

いなかったのです。結構ショックで、こんな地元でやっているのに、何でほかの都道府県

の人がいっぱい集まっていて、東京都の職員はこんなにいないのだろうと思ったのです。

それはいろいろな理由があると思います。異動とかいろいろ問題はあるのだけれども、そ

こはそれとして、今後頑張って必要な改善はやりますけれども、それがあってもなくても、

平時においてデータの力を使ってよくしていこうと思う人が定期的に集まる場はすごく大

事だと思います。 

 越塚先生とかがおっしゃったように、これで優勝してアウトプットを出すことというの

は、もちろんそれはそれでいいし、それによって、あんた１番、あんた２番とやるのもい

いし、これは実装したね、それはそれでいいのですけれども、大事なことはそれを諦めず

に蓄積する。５年とか10年蓄積していって、行政といろいろなデータ周りにいる人たちが

関係を分厚くしていくことが何かあったときにすごく生きてくると思います。 

 そういったいろいろな人の中で、庄司先生が御指摘していたような、時々訓練なんかを

やれば、職員だけで訓練をやらずに、コミュニティ全体で訓練をやっていって、だんだん

関係性の質と量が分厚くなっていけば、有事のときにすごくいい話になると思うし、我々

が防災以外のデータの話をするときも、佐藤委員からいただいたいろいろな意見とか、イ

ンプットをしてもらういいチャンスになると思うので、なかなか数値化しづらい部分です

けれども、コミュニティが去年よりも豊かになったねと言えるようなことを積み重ねるべ

きだなと皆さんの話を聞いていて思いました。ありがとうございます。 

 

【事務局】副知事、ありがとうございます。 

 まさに、最後、副知事からいただいたところは、我々のTDPFという取組自体の一番の

役割みたいなところをまとめていただいたような気がしました。ありがとうございます。 
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6. TDPF事業の推進状況 

【事務局】それでは、一度次第に戻らせていただきまして、改めて高橋部長から、TDPF

事業の推進状況の御報告をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

【高橋部長】資料は32ページを御覧くださいませ。こちらは、ちょっと細かいですが、TDPF

のロードマップ案となります。中長期でTDPFを目指す姿を検討していきたいと考えてお

ります。 

 ポイントは２点ございます。１つは、これから越塚先生の方から御説明いただきますが、

国やデータ社会推進協議会（DSA）と連携した形で取組、歩調を合わせながら進めていき

たいということ。２つ目が、先程来、話題になっておりますけれども、コミュニティ、こ

ういうコミュニティやユースケース活動の自律的な向上を目指した取組を段階的に強化し

ていきたい。この２つの取組によって、官民の活発なデータ利活用によって、次々と都民

サービスが創出されていく社会の実現を目指していきたいと考えております。 

 33ページを御覧ください。事業計画につきましては、これで検討した事項に加えまして、

現状進めております各事業の成果、ユースケースの事例を基に検討を進めてまいります。

お示ししているポイント等、推進会議の場でも御意見をいただいて議論を進め、具体化し

ていく予定でございます。 

 34ページを御覧くださいませ。次に、TDPFの関連事業である、ケーススタディ事業、

行政データ整備モデル事業、デジタルツイン実現プロジェクトについて説明させていただ

きます。 

 35ページはケーススタディ事業です。こちらでは、データ利活用意欲の醸成とケースス

タディの創出を目指して、左下に記載しています３つのカテゴリーからそれぞれプロジェ

クトを選定いたしました。この場で簡単に御紹介させていただきます。 

 36ページです。【ケーススタディ事業】採択事業①という形で、１つ目は混雑情報を活

用したプロジェクトとして、株式会社ぐるなび様による、飲食店の混雑データと予約デー

タをかけ合わせて、より精緻な混雑状況を把握して集客に活かすプロジェクトでございま

す。 

 37ページを御覧ください。こちらは、２つ目の事業、庁内データ又はオープンデータを

活用したプロジェクトとして、東京大学エコノミックコンサルティング株式会社、UTEcon

さんですが、こちらの方で行政データと経済的知見を組み合わせて地域特性を分析・指標

化することで効果的な土地利用を目指す、そういうプロジェクトでございます。 

 38ページを御覧ください。３つ目のプロジェクトは、民間データを活用したプロジェク

トとしまして、パシフィックコンサルタンツ株式会社様による、人流データを活用するこ

とで、単純な距離だけではない、地域別・世代別の駅利用を可視化するプロジェクトでご

ざいます。 

 39ページにございますとおり、先ほど御紹介しました３つのプロジェクトを御案内する
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イベントを８月２日に開催いたしました。100名もの方々に御参加いただきまして、本日、

御出席いただいております庄司委員にも御講演をいただきまして、プロジェクトに興味を

持っていただき、おかげさまで何社かから協力の打診をいただいているところです。 

 こちらの協力事業者ですが、引き続き今週、８月13日まで募集をしております。御協力

いただく方法としましては、自社の持っているデータを提供いただくこととか、又はアウ

トプットを活用いただき、ヒアリングを行う効果検証、この２つのパターンを想定してお

ります。 

 皆様からのフィードバックをいただきながら、御協力いただきながら、よりよいケース

スタディづくりとなるように進めていきたいと思っておりますので、ぜひ御協力いただけ

るポイントがございましたら、お気軽に、こちらの資料、チャットの方にも書いておりま

すとおり、こちらのアドレスまで御連絡をいただければと思っております。 

 

【事務局】高橋部長、ありがとうございました。 

 こちらで、今具体的にまさにケーススタディ事業として幾つかプロジェクトが決まって

いますので、それについて皆様の御意見をいただければと思っております。Mentimeter

を使わせていただきます。既に先ほど回答いただいた方は、冒頭で回答いただいた画面を

御用意くださいませ。 

 ケーススタディ事業に期待することは何ですかというような問いを画面で示させていた

だいていると思いますので、ぜひそちらに御回答いただければと思います。 

 ありがとうございます。続々と御回答いただいております。３つの事業という形で、協

力事業者のお願いというところも先ほどいただきましたが、ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 結構満遍なく散らかっていてコメントがなかなか難しいところでございますが、ケース

スタディ事業、こういった実証事業というのは、いろいろな自治体さん、エリアで進めら

れているところがございますので、そろそろ経済的なビジネススキームといったところに

も皆さんの関心が移ってきているのかなという気はしておりました。あとは課題の発見で

すね。この辺りは、実際にプロジェクトをやって、こういうところに課題がありましたみ

たいなところは、当然この協議会の中でも御報告させていただくことになると思いますの

で、そちらも御報告をお待ちいただければなと思っております。チャット上でも、事務局

のアドレスを載せておりますので、ぜひ協力していただける皆様は御連絡いただければ幸

いでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、続いてのアジェンダで、行政データ整備モデル事業について、続きまして高橋部

長、よろしくお願いいたします。 

【高橋部長】41ページです。データ整備事業に関しまして、今年度は行政データ整備モデ

ル事業として、自治体の持つデータの質の向上と、その整備手法をモデル化することを進

めております。６月には都内全62自治体へアンケートを実施いたしまして、これから一部
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自治体へのヒアリングを予定しております。ヒアリングは、整備対象とすべき行政データ

や整備手法の詳細検討を目的に行うものでして、アンケート結果を踏まえて内容を検討い

たしました。 

 区市町村の皆様には、今日も参画いただいておりますけれども、お忙しいところで御協

力いただきまして本当にありがとうございます。おかげさまで、全自治体からアンケート

のお答えをいただくことができました。改めて御礼申し上げます。 

 42ページを御覧ください。アンケートを基に整備すべきデータの種類について、公開済

みとか公開予定という回答が多かったデータを中心に、地域、年齢別人口であるとか、介

護サービス事業所の一覧、医療機関の一覧、バリアフリートイレの整備、ハザードマップ、

この５つに絞り込むことを考えております。 

 御協力をお願いした自治体や具体的な整備手法につきましては、引き続きヒアリング等

を通じまして、まとめていく予定でございます。 

 43ページを御覧ください。ここからはデジタルツイン実現プロジェクトについて説明さ

せていただきます。 

 デジタルツインの社会実装の加速を目指しまして、庁内でのデジタルツインの活用、実

装に向けた検討を目的とした取組を様々進めております。 

 具体的にはセンサー等を活用した３つの実証であるとか、ロードマップの策定、有識者

との検討会などの取組を進めておりまして、７月29日にはデジタルツイン実現に向けた進

捗状況などを分かりやすく発信するための専用のウェブサイトを公開いたしました。 

 44ページを御覧ください。 

 専用サイトでは、各種実証の詳細や有識者会議での検討状況などのコンテンツを分かり

やすく発信するようにSNSなどを活用しながら工夫しております。 

 45ページを御覧ください。 

 こちらのサイトでは、サイバー空間上に東京を再現したデジタルツイン3Dビューアを搭

載いたしました。普通のウェブブラウザから利用可能ですので、ぜひお試しください。 

 46ページを御覧ください。 

 建物や街を再現した3D都市モデル上に、例えば都営バスのリアルタイムデータとか河川

監視カメラのライブ映像、また、都庁内各局の様々なオープンデータを重ね合わせて東京

の様子を御覧いただくことができます。 

 様々なデータの重ね合わせを通じまして、新たな価値創出や業務改善の活用につなげる

ことを目指していきます。 

 こちらのサイト、なかなか口での説明は難しいので、これはまず触っていただくのが一

番かと思います。URLの方はチャットラインにも記載しますので、まずアクセスいただき

ましてお好きなデータを選んでいただき、データの重ね合わせをぜひ体験してみてくださ

い。 
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【事務局】面白いですね。 

 

【高橋部長】楽しいです。 

 

【事務局】ゲーム感覚で見ていただければ。 

 

【高橋部長】47ページの方を御覧ください。全体のスケジュールでございます。 

 記載のとおり、協議会は推進会議、３つのワーキンググループ、イベント開催と盛りだ

くさんで引き続き取り組んでまいります。詳細が決まり次第御案内させていただきますの

で、ぜひとも皆様御参加の方をよろしくお願いいたします。また、いろいろなアイデアや

意見の方もお待ちしております。 

 

【事務局】高橋部長、ありがとうございました。 

 ここで事務局からいろいろ説明させていただきましたが、一言、参加者の皆様からの御

意見もいただきたいと思っております。 

 今回の会議においては、ワーキンググループやケーススタディ、また行政データ整備モ

デル事業等のユースケースの取組について御説明させていただきましたが、先ほど部長の

説明にもありましたが、今後、区市町村の皆様との連携も非常に重要になってくるかなと

考えております。 

 今回、参加者の皆様の中で、公共機関向けコンサルタントやオープンデータ関連の活動

に取り組まれておりまして、データ社会推進協議会の研究員やITジャーナリストとしても

御活躍されている清水響子様に今回御参加いただいておりまして、一言、今後のTDPFの

検討に当たって御意見をいただくというような形でお願いできればと思っております。 

 清水さん、お願いできますでしょうか。 

 

【清水様】 

 今日はありがとうございます。清水でございます。 

 大変僣越なのですが、コメントさせていただきます。 

 私も、共通語彙基盤だとかオープンデータ、シビックテック界隈などいろいろなところ

でデータと関わってきたのですけれども、まずはねずみ色の風景を変えるべきだなという

のを、今日は伺っていて思いました。やはり、どうしてもシニアの男性の方が中心だよね

というのを改めて感じた次第です。余談です。すみません。 

 TDPFの取組に関しては、今日もコミュニティということが結構強調されていたと思う

のですけれども、都民のQOLやデータ、あるいはコミュニティ、この辺を起点に検討され

ているというところに私は非常に共感して応援しているつもりでおります。 

 行政界隈では、ついついデータを入れる箱とか管とか、処理システムとか、最近基盤で



 

24 

 

すとか、調達の単位がそうなってしまっているというせいもあるのですけれども、そっち

ばかりいってしまって、なかなか肝心なデータとか用途にフォーカスするという本質のと

ころからちょっと遠ざかってしまいがちなのです。けれども、そこはものすごくつかんで

いらっしゃるなという印象を受けています。 

 私がデータにずっと関わってきた中で思うのは、データは生き物だなということです。

生きてつながり合いたがっているのがデータというものかと思っています。もちろんちゃ

んとした定義はいろいろあるのですけれども。 

 行政データは、行政サービスを提供するという業務において誕生するわけですよね。都

民や企業の活動とか活動結果がインプットされて個票が生まれて、これまではレコードが

サービスとして直接還元されてきた。その結果、レコードが集約されてデータセットとな

って一部がオープンデータとして再利用される。今後は、多分デジタルツインとかエッジ

処理でリアルタイムなサービス提供という形が期待されているところですけれども、これ

は間接的でもっとルートが広がるけれども、やはりデータの発生源への還元かなと思いま

す。 

 何かのビジネスとか業務においてデータが生まれて、直接、間接に都民や社会に還元さ

れていく、こういうエコシステムが生き物であるデータの本質なのかなと思っています。 

 最近、私が書いてバズった記事に、「システム死すともデータは死なず」という環境省

様の名言がありました。従来のデータは、システムの中に閉じ込められていたけれども、

今は本当にシステムから自由な活用ができると。しかも、技術進化に伴って取得できるデ

ータの種類、量も増えて、あと、処理方法ももっと自由に手頃になってきます。この進化

というのはずっと続くわけで、そういう意味でデータはある意味、生まれて、育っていく、

育てていくものでもあるという意味でも生き物だなと改めて思っています。 

 このようなことを踏まえてコメントをさせていただきたいなと思ったのが、まずは一丁

上がりではないぞということです。データが生き物である以上、基盤ができたよ、やった、

終わりではなくて、ずっとここにいる皆さんが責任と覚悟を持って参加していくというこ

とがすごく大事だなと思っています。やるんだ、やり続けるんだという、そういうコミュ

ニティに育てていくのが大事かなと思いました。 

 あと、細かい話をちょっとだけ言うと、重視すべき取組ポイントとして、１つはデータ

あるいはビジネスそのものの棚卸し、これは結構一丁目一番地かなと思っています。都庁

の中に幾つシステムがあってデータセットが何個あって、それぞれ項目とレコードがどれ

だけあって、ワークシートが何個あるか。民間でもやっている企業さんはすごく少ないの

ですけれども、ただ、これができていないと、結局、活用もマネジメントもガバナンスも

へったくれもないと思っています。もちろん、カタログサイトでかなりデータは公開され

ているのですけれども、業務とか行政サービスという観点で整理すると、多分、まだカバ

ーできていないデータセットがありそうだなという感触を持っています。 

 あとは、コミュニティを育てていく話とも親和性が高いと思うのですけれども、運用プ
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ロセスの方を何とか標準化していくということが考えられたらいいなと思っています。デ

ータとかデータの最適な扱いは必ず変化していくので、常に未来永劫、絶対これが世界標

準というのは現実的には難しいです。ただ、その変化を前提に、どうデータが生まれて、

どう社会、都民に還元されるのだというライフサイクル、ここに人々がどう関わっていく

べきなのかとかそういうプロセスはみんなで描いて共有し、それをもちろん改善をしなが

ら育ていくことが可能なのかなと思っていて、ここでやはりより人々が重要なのかなとい

うことを感じました。 

 もう一点、今日聞いていて思ったのが、やはりデータを扱う言葉自体、結構、行政用語

は難しいので、せっかくデータになっていても理解されづらい、探しづらい。マーケティ

ング観点でデータを探す人は「デモグラ属性が知りたい」といった探し方をするので、な

かなか人口統計にたどりつかないという問題があります。米国がうまくいった要因の一つ

は、Plain Writing Actと法律をつくって、行政が難しい言葉を使うことを禁止したのです。

そういうのも大事な話かなと思っています。 

 長くなってしまったのと、あと、簡単そうにやっかいなことを言ってしまいました。 

 

【事務局】ありがとうございます。 

 最後の難しい言葉を使わないという、清水さんが明言ぽいことを２～３個ぐらい発言し

たようの気がして、そういう言葉は結構大事だなと、改めて、最後、お話を聞きながら思

っていました。ありがとうございます。 

 

【清水様】これからもよろしくお願いします。 

 

7. 越塚委員からの発表 

【事務局】それでは、この流れで、越塚委員からの発表という形になりますので、越塚委

員、よろしくお願いします。 

 

【越塚委員】では、今日、少しデータのこういう連携の基盤の国内外動向で、先ほど、政

府の動向という話がありましたけれども、私自身、政府そのものではないので、自分たち

が第一人称で話せるものとしては、データ連携基盤としてデータEXという構想、また、組

織としては、今、清水さんもお話しいただきましたけれども、DSA、データ社会推進協議

会をやっておりますので、そのお話をいたします。ただ、最近は国レベルのデータ基盤の

話というのは、この半年ぐらい動きが非常に激しくて、そういう意味では、国レベルとい

うことで、自分だけでやっているわけではないのだけれども、こうやらなくてはいけない

のではないかという話を少しさせていただこうと思います。 

 資料が全部で40ページぐらいあります。最初のパート１は動向の概要で、話のほうもｋ

パート１の資料を中心でさせていただこうと思います。 
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 それで、今の状況をざっとサマライズしてお話させていただくと、日本社会の基盤とし

て、データが重要ということは、この会議、皆さん、参加されていらっしゃれば言うまで

もないと思います。社会全体でも重要ですし、また、情報通信産業という観点で見ても、

その分野の競争領域は、ハードウエアとかソフトウエアとかサービスとかということのさ

らに上のデータ層に、産業的な競争領域もそこに来ているという意味で、ここで東京都と

いう観点で言うと、都民のためにとか、政府で言えば国民のためにというのもありますけ

れども、産業としてもここは力を入れないと、国際競争の産業の中でも負けていってしま

うという面もあります。 

 それで、大体、データの連携の基盤は何なんだという話があるのですけれども、そこも、

ここ半年ぐらい議論している中でだんだん見えてきてはいまして、私どもがやっているよ

うなDATA-EXというのは、プラットフォームの実際のソフトウエアはサービスとしての

システムであったり、サービスであったりというもの、基盤ですけれども、それ以外にも

重要なものとしては、やはりデータガバナンスとしてのルールとか法制度であったり、そ

ういうものを今後、急速に整備していくことも重要ですし、それも基盤の一つ。 

 実際、そういったものが整備された中で、そのやり取りするプラットフォームだけでは

なくて、データが取引されるようなマーケットというものをきちんと整備することである

とか、データそのものですよね。幾ら枠組みができたからといって、データがなければし

ようがないので、データの整備とか、特に、あと、パーソナルデータに関しては、このい

ろいろなプラットフォームの中に含まれるかもしれませんけれども、特出しで考えたほう

がいいかなという意味では、情報銀行とかパーソナルデータストアであるとか、そういう

ものがあります。 

 こういうのを進めるのに、利活用が先に進んでからプラットフォームだろうとか、先に

ガバナンスを決めてから、それを受けてシステムだろうとか、いろいろな話があるのです

けれども、多分、こういったこと、ここだけでも１から５と書いていますし、利活用もあ

ればプラットフォームもあればガバナンスもあるのですけれども、やはり世界の潮流とし

てはこれ全部を同時にすすめることが必要です。あれが先、これが先と論理的に考えれば、

例えばアプリケーションがあってからプラットフォームというのが論理的には絶対に正し

いのですが、多分、それだと間に合わない。国際競争の中では多分、そんなゆったりとし

たことは言っておられず、同時に進めていくことが重要だろうと思います。 

 それだけの緊急性がありますが、この後で世界のところもお話ししますけれども、幸運

なことに、世界に、ウェルデザイン（well-design）されていて、これでもう決まりと。デ

ファクトスタンダードであったり、デジュールであったり、これでもう大体、世界の情報

基盤は、データ基盤はこれで決まりだねとなっていないところがまだ十分、日本としても

やっていけるところで、特に日本の場合、既存のデータ関係の資産とか取組とかプラット

フォームの蓄積もありますので、そういうものも生かしながら、新規開発もしながら、だ

から、国際競争上、まだまだ手遅れでないというふうに思います。 
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 あと、国際的イニシアチブを取っていく上でもそういうものを先に進めていくことが重

要だということです。 

 世界動向からすると、ここ半年ぐらいですごく進んで、例えばヨーロッパのGAIA-Xが

有名で、このGAIA-Xはヨーロッパ、EUのレベルのデータ基盤を、ガバナンスのルールや

プラットフォームを含めて、データスペース、データ空間をきちんとヨーロッパでつくる

のだということでやっています。まず今年度、240億の予算がついて、実験も含めてやっ

ていくので、日本のデータの政府の取組等を比べると、予算の規模が何か２個ぐらい、ゼ

ロが違うというぐらい、ほかの国も力を入れてやっているところです。 

 それで、中国は中国で既にデータ取引市場が立ち上がっていて、データのエクスチェン

ジがビジネスレベルでも行われていたり、インドはIndia Stackがあったりとか、アメリカ

はアメリカで公的なところに関してはNIEMの取組を中心としてデータ基盤化が進んでい

ます。ここしばらくで巨額の資金を各国投入して、大規模な整備が急速に進んでいます。

そういうものに対応させて、例えば日本とヨーロッパで比べると、法制度とかデータ戦略

とか研究開発とかプラットフォームでいろいろやることがあるわけですけれども、それで

日本も全然手遅れではなくて、法制度にしても今度、デジタル庁のこともあって、基本法

やデータ戦略ができて、研究開発も、これは今になって日本どうしようではなくて、実は

４年前ぐらいから研究開発自体は進んでいたのです。それでやっていたので、成果も随分

出ている中でこうなっているので、投資していて良かったねという日本の状況もあります。

ただ、プラットフォームが今、日本の中にはなかったから、そこに関しては私ども

DATA-EXという構想を立てて、DSAという組織をつくって、これをまずは産業レベルと

してつくって、それを国や自治体と連携しながらやっていこうとしています。こういう全

体の絵を描いて、いろいろな分野を横串にするようなプラットフォームを、国レベルのも

のですけれども、やっていこうと。それでデータ取引市場や情報銀行であるとかデータの

基盤を整備したりして、その上位にはデータガバナンスをしっかり国のほうでも決めてい

ただき、国際連携もしながら進めていくということで、こういうことをデータ戦略として

同時に進めていかなければいけないというのが今の状況だと思います。 

 私ども、そういう意味では、こういう国レベルのちゃんと横串を刺したようなデータ基

盤をつくるということを誰かが名乗りを上げてやらなければいけないということもあって、

私のほうで構想を出して、DATA-EXという構想で、もともとSIPという研究開発プロジェ

クトでコンポーネントがいろいろ研究開発が進んだものがあって、今年で４年目ですので、

来年度が最終年度で、アウトプットが出てきますから、タイミングとしてはすごく良かっ

たということで、日本の研究開発も４年前からしていて、こういう時期になって、本当に

４年前からやってよかったなと。あれをやっていなかったら一体どうするのだというのが

今になると思いますけれども、幸運なことにやっていた。 

 ただ、そこでやっていたことだけでもデータ基盤ができるわけではなく、取引市場であ

るとか、トラストであるとか、語彙基盤であるとか、レジストリーであるとか、国際標準
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化であるとか、国際連携であるとか、まだまだ実はやらなければいけないことがあるので、

そういうことを束ねていけるような場としてデータ社会推進協議会のほうでこれを進めて

いこうということを今年の４月にこれを立ち上げて、まだ４～７月と４か月しかたってい

ませんけれども、100社以上の皆様に集まっていただいて、自治体の皆様も、東京都の皆

様にも入っていただいて、自治体ワーキンググループなどもつくって、自治体と自治体の

間のデータ連携もしていこうということでやっています。そういう取組がここに書いてあ

ります。 

 海外の状況は、このパート２のところで、ヨーロッパはもともとインダストリアル・デ

ータ・スペース（Industrial Data Space）という、インダストリー4.0と言われる製造業の

工場と工場を結ぶようなところから始まっていて、それを一般化したようなインターナシ

ョナル・データ・スペース（International Data Space）よりもう少し分野を広げて一般化

して、これはドイツの取組であったわけですけれども、それをさらにヨーロッパ全体に拡

大して、EUの取組としてGAIA-Xというふうになってきているので、ヨーロッパの取組も

今、急に始まったわけではなくて、分野は限られていますけれども、着々と進んできたと

いう状況にあります。 

 それで、いろいろなユースケースを多分野にわたりながらやっていて、それでショッキ

ングであったのが、先ほど申し上げた240億もの予算をつけて、このプロジェクトを始動

し始めているところにあります。 

 日本ではもともとそんなに、先ほど申し上げたSIPの分野間データ連携基盤という研究

プロジェクトがあって、こういうところでよく絵を描くのはデータ基盤の絵そのものです

けれども、国のレベルのデータ連携基盤をやるのに必要なコンポーネントを挙げて、いろ

いろなものを連携させる。今あるものを連携させて、どこかにデータを集めるのではない

というやり方です。これは連邦型、フェデレーション型ですけれども、そのために中心と

なるコンポーネントとしてコネクターを研究開発することが中心になってくるわけですけ

れども、そういうものを使いながら、既に分散型の連邦型のデータカタログなどの試作は

終わって、一部動き始めているという状況まで来ていて、その研究開発のプロジェクトを

実際に事業として国のレベルの基盤としてのインスタンスをきちんとつくっていこうとい

うのがこのDATA-EXの取組です。一般社団法人データ社会推進協議会をつくりまして、

ビジョンとミッションを掲げ、国内にあるいろいろな分野ごとにいろいろなデータ連携基

盤がありますので、そういうところとも連携します。ここの中に東京都のデータプラット

フォームも入ってこようかと思いますけれども、そことも密に連携して、それがDATA-EX

がどこかのトップに来るというよりは、いろいろなものを対等な立場でつないでいくよう

なハブの役割を果たしたいと思っています。 

 API連携で連邦型でやっていく。それで、利活用志向型で、ガバナンスがどんなものを

決められても実現できるように汎用性を持ってやっていこうということで、大分、その辺

のコンポーネントの分析や設計というものも大分終わってきていまして、いろいろな、後
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でちょっと御覧いただければと思いますけれども、こんな機能を提示していこうというこ

とで、あと、グローバルで対等な国際連携をやっていこうということです。 

 恐らく今後、世界的な動向を見ると、例えばヨーロッパなどは、特にGDPRなどの施行

を見ても思いますけれども、ヨーロッパでこのデータ基盤で認証された企業でないとヨー

ロッパのデータにはアクセスさせないということとなってこようかと思います。そういう

方向に進んでいるかと思います。それは各国みんなそういった傾向にあって、多分、中国

もインドもそういった傾向になってくると思います。 

 そうすると、国ごとに、地域ごとに、ある程度、対等な立場でそういったことをやって

いくためには、やはり日本は日本としての基盤がきちんとないといかません。ヨーロッパ

の下に日本の各企業がみんな入るとか、そういう形ではなく、やはり国単位で対等に付き

合っていくことが必要です。日本企業がEUで認証されることが必要ならば、EUの企業も

日本で認証されてください、という相互関係が非常に重要で、産業レベルでも国レベルで

もそういう枠組みをきちんとやっていく必要があろう考えています。 

 実際にこういった組織をつくって、今、100社以上入っていただいて、この協議会を進

めております。特に今日お越しの皆様でいうと自治体の皆様も多くいらっしゃると思いま

すし、自治体のワーキンググループをやっておりますので、ぜひ、この自治体と自治体、

特にスマートシティとか、そういう分野で自治体間をつなぐという要求はあると思います

ので、この中でDATA-EXとしてもそれを取り扱っていきたいと思いますので、ぜひ御参

加いただければと思います。企業の皆様も今日多くいらっしゃると思いますので、ぜひジ

ョインいただいて御参画いただければと思います。 

 あと、最後のほうは国のデータ戦略。この辺の資料に出ていますということだけ提示し

ておきます。DATA-EXが国全体のデータ戦略の中でどこに位置づけられているかがわか

るような国の資料を、少しコピペさせてもらっています。この辺の状況を後で御覧いただ

ければと思います。 

 以上でございます。どうもありがとうございます。 

 

【事務局】越塚委員、ありがとうございます。すみません。せかすような形の進行になっ

てしまいまして。 

 まず、参加者の皆様、多分もっと聞きたいと思われたと思うのですけれども、この膨大

な知見が集まった資料を公開資料として事務局から案内しているURLに載せさせていた

だいていますので、委員の御厚意で報告させていただいていますので、ぜひそちらも御確

認いただければと思います。 

 越塚委員、ありがとうございました。 

 

 

8. 意見交換② 
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【事務局】それで、この越塚委員からの発表の流れを受けて、そのまま意見交換に入りた

いなというふうに思っております。 

 意見交換に関しましては、大きく議題を書いておりますが、今日御説明しましたケース

スタディ事業とか、その他の事業も含めて今後のTDPFに期待することという形で大きく

捉えていただければいいかなと思いました。 

 議論のきっかけなのですが、先ほど越塚委員の発表をお伺いしていまして、一番最初に

基盤というものが構成する要素というところで、いわゆるシステムだけではなくて、ガバ

ナンスであったりとか、マーケットをつくっていくことであったりとか、データ自体の整

備みたいなところ、幅広く鶏と卵ではなくて同時にやるのである。それが大事なのだとい

う御示唆をいただきまして、今、我々が一応、TDPFとして進めているいろいろな関連事

業を同時に並行して走らせていくというのも同じ思想なのかなというふうに思いながら安

心してお聞きしていたのですが、よろしければ越塚委員、この流れで、継続してで恐縮で

すが、今、TDPFの関連事業を含めた全体像をちょっと捉えていただいたときに、こうい

った取組がもしかしたら足りないのではないかとか、逆にこういうふうに連動できている

ところはいいことなのではないかとか、そういう全体感を踏まえた御意見とかをもしよろ

しければいただけるとありがたいなと思っております。 

 

【越塚委員】ありがとうございます。 

 確かにここの場で、先ほど申し上げたように、こういうデータをやっていくときに、あ

らゆることを同時に進めることが大事です。だから、そういう意味で、これはプロジェク

トを進めるときに、この辺の取組のやり方というときに、何か細かいところを詰め詰めに

詰め過ぎるとうまくいかない気がするのです。 

 だから、さっきの例えばイベントで、それはお金を出してイベントをやったのだから、

最後は実用になるのかという、そんなところを詰め始めると同時に進められないと思う。

だから、ある程度、そこはちょっと長期戦略を持ちながらやっていくことが重要です。例

えば先ほども申し上げたように、東京データプラットフォームというものを作るときに、

それはプラットフォームの定義を言えば、いろいろなサービスがあって、その共通部分を

くくり出して、みんなが使えるようにして、安くクオリティの高いものにするものがプラ

ットフォームなわけです。それは絶対、サービスが先なのです。そうでなければ論理的に

おかしいですね。だって、サービスがないのに何でプラットフォームという共通部分が先

に分かるのか、みたいな話になります。そういうことを言い出すとうまくいかないと思う

のです。 

 僕はプラットフォーム信者なので、あちこちで言っていることですが、このデータプラ

ットフォームをICTの分野だと思っていいかは分からないのですけれども、ただ、情報通

信分野に関しては明らかにサービスよりもプラットフォームが先なのです。プラットフォ

ームファースト。最初でもちょっと申し上げました。だから、Windowsを考えてもMacを
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考えても、別にアプリがあったからWindowsができたわけでもないし、iPhoneの上のアプ

リがあったからiOSができたわけでもないし、スマートフォンのアプリがたくさんあって

Androidができたわけでもない。先にプラットフォームがあって、そこからいろいろなサ

ービスが生まれました。やはりサービスとプラットフォームという、それは一方通行だけ

ではなく、インタラクションがあって、お互い試行錯誤しながら進むので、その試行錯誤

を大事に進めることが重要です。そうすると、コミュニケーションが重要。これが一点で

す。 

 あと、もう一点は、これはデータのネットワークをつくる話だと思うのですけれども、

ネットワークをつくるときには、まず絶対人のネットワークが必要です。前、宮坂副知事

が仲良くすることと言っていたのですけれども、本当にそうで、まず分野を超えて人が仲

良くなって顔見知りにならないとデータの連携はできないと思います。だから、それは昔、

20年前とかに日本でインターネットを広めたときも、つなぐ先の人たちがみんな仲良くな

った。だから、まずインターネットのネットワークができる前に人のネットワークができ

て、それから物理的なネットワークにいった。これはデータも同じだと思うのです。分野

間でデータを結んでいく。東京都の中でデータをつなげていくときに、だから、コミュニ

ティが重要で、みんなが仲良くなる。 

 だから、お医者さんと土木関係の人は絶対ふだん会わないですものね。だから、そこで

一緒に基盤をやっていこうといったら、やはりどこかで一緒に会って、ないしは何かみん

なと仲のいい人がいるとか、何かそういうコミュニティが絶対要るのかなと思います。そ

ういう意味で、これは前半の話だったかもしれませんけれども、コミュニティがとても重

要だなと思います。 

 

【事務局】ありがとうございます。 

 データ連携の最前線の越塚先生から仲がよいことが大事だというのはすごく興味深い御

意見で、ありがとうございます。 

 南雲委員、よろしければ、やはりそういうデータネットワークをつくる上でのコミュニ

ティの重要性みたいなことを改めて越塚委員からも御発言いただきましたが、それに関連

してよろしければ何か御意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【南雲委員】ありがとうございます。 

 一部、戻ってしまうところがあるのです。 

 

【事務局】もちろん大丈夫です。 

 

【南雲委員】まずケーススタディ事業に関してなのですけれども、オープンデータに民間

のデータも足して価値をつくっていきましょうといったときに、あながちマネタイズでき
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るかという帰着にみんな寄っていくと思うのですが、最初に宮坂さんのお話にもありまし

たが、環境とか、それから先ほどもお話に出た子供とか、そういうマネタリーバリューに

必ずしも最後落ちないものとのバランスを見失わないようなポートフォリオ運営をやると

いうマクロ感もとても大切だと思うのですね。なので、そこを見失わないということがと

ても大切かな。ESGと言ってしまえばそれまでなのだけれども、そういう感覚が大切かな

というように思います。 

 越塚先生のところとの関係で言うと、DSAのところとスマートシティ・インスティテュ

ートのところは共同で合同委員会をつくることになりました。要はウェルビーイングとか

リバビリティという目的のところと、データの連携、交換というところにうまく接点をつ

くってやっていこうと思っています。だから、価値判断、何を求めていくのかというとこ

ろと、まさにデジタルだからできるという基盤というところの接点をつくっていくという

ところが２点目の重要な点かなというふうに思います。 

 ３点目はちょっと狼少年みたいになってしまうかもしれないのですけれども、これは皆

さん、共有しておいた方がいいかなと思って、国際連携とか今の価値判断のところに少し

関係してくるのですが、ヨーロッパと話していると何を彼らが言っているかというと、コ

ロナは２回ワクチンを接種しても感染は避けられないということが分かってしまったと。

重症化率は下がるかもしれないけれども、無症状も含めて感染リスクは避けられない。だ

から、３回目、４回目ということになってしまうので、つまるところ何を意味するかとい

うと、人間は集まることがほぼできなくなったというようにもう割り切りの世界に入り始

めているのですね。冠婚葬祭とか入学式、卒業式、運動会、盆暮れはじめ人間が集まって

わいわい騒ぐということがなかなかできない世の中になっていくだろうと。そうすると、

人間社会の在り方がもっとサイバーの中に入っていかざるを得ないという現実的な判断に

なっていきます。 

 そのときに今までだったらば仲よくなるためには懇親会をやったりとかそういうフィジ

カルの付き合いの中でいろいろなものがヒューマンキャピタルとかソーシャルキャピタル

が培われていろいろなものができるようになっていくというのだけれども、必ずしもそう

ではない世の中を予見したときの世の中のスタンダード、ウェルビーイングとか何なのだ

ということを彼らも考えているわけ。そういう価値判断に基づいた上でデジタルをどうい

うように実装していくのかという順番で考えていく時代に入っているので、そこを踏まえ

ないと、先ほど越塚先生からも国際連携するときに海外諸国と同じぐらいの目線を持って

いないといけないよという話しがありましたけれども、ここは同じ議論だと思うのですね。

なので、今は足元の話をしているけれども、多分我々のところで今後やらなければいけな

いのはそういう価値判断のところ、将来を見据えた価値判断のところも重要になってくる

ということかなというように思います。 

 以上です。 
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【事務局】南雲委員、ありがとうございます。 

 サイバーの重要性みたいなところがやはりコミュニティづくりみたいなところにも高ま

っていくという文脈であったりとか、あとはケーススタディみたいなところも個別事業ご

とのマネタイズで、もちろん重要なのだけれども、TDPFみたいなところで取り組むので

あれば、いろいろな事業をポートフォリオ的にとらえて社会価値に対してどうかというよ

うなところをしっかり見ていくべしというような御意見だったのかなと理解しました。 

 そういった価値判断みたいなところの重要性みたいなところは佐藤委員からの発表でも

そういう成功報酬みたいな文脈とかも出ましたし、あと恐らくスタートアップにおいても

純粋に短期的な利益を追求するというスタートアップだけではなくて、そういった社会ア

ジェンダみたいなものに取り組むスタートアップとかも増えてきているのかなというよう

に一般論として思っているのですが、その辺りの感覚、もし佐藤委員、コメントいただけ

ればありがたいなと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

【佐藤委員】そうですね。本当におっしゃるとおりだと思っていて、今までやはりベンチ

ャーを創業するのだったらIPOとかというようなところを我々としても支援することは目

標としては一番多いのは多いですけれども、実は２：８の法則みたいなところもここも意

外とあって、投資先全てが大成功していただきたいなと思っている一方で、ある一定の確

率論というのが必ず存在します。 

 そう考えたときに、我々としてもどういったベンチャー企業を支援していくのかという

のは必ずしももうかればいいというものだけではなくて、やはりベンチャー企業が、スタ

ートアップが社会に対してもたらす意義みたいなところというのは社会課題を解決してい

くといったところなので、物すごくもちろんもうかる、マーケットが大きいというのは前

提なのですけれども、もうかる、もうからないだけではない視点でも投資をしていかなけ

ればいけないよねといった議論というのはすごくあって、我々の投資先、78社というよう

に御紹介させていただきましたけれども、動物の殺処分ゼロを目指して、保護動物のマッ

チングをやっているベンチャーであるとか、様々なソーシャル目的とビジネスを融合した

スタートアップにも投資をさせていただいています。 

 世の中をよくしたいという若者たちが本当に増えてきていますので、先ほど発表させて

いただいたような成功報酬も民間企業とかとの税金からのあれというよりかは、企業から

の応援寄附みたいなところでそういったところの報酬を払っていくみたいな仕組みという

のがあるようなので、様々な形で何か取り組めれば本当に世の中はよくなるのではないか

なという期待値を持って今日の会議に参加させていただきました。ありがとうございます。 

 

【事務局】佐藤委員、ありがとうございます。 

 よろしければ次、日置委員に少しコメントいただければと思うのですが、先ほど越塚先

生からもありましたけれども、いろいろなものを同時並行に進めていくという文脈の中で
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こんな活用ができるのではないかというどんどんポジティブに検討していく部分と、とは

いえ、ここはポリシー上、どうなのだというある種のネガティブチェックみたいなところ

の検討、これも多分両面、並行して進めていかないといけないのかなというように理解を

したのですが、そういった観点で検討を進めていく上でこういう検討の進め方をした方が

いいのではないかとか、そういう観点でもし御意見、アドバイスいただければと思うので

すが、日置委員、いかがでしょうか。 

 

【日置委員】ありがとうございます。 

 確かに試行錯誤するようなフェーズなのだろうなというのは常々思っていて、国のデー

タ戦略、昨年のあらあらの第１次取りまとめから今回出てきている包括的データ戦略まで

見ていても、ファクトは出ているのですけれども、本当にそれを全部詰めていますかと言

われるとそうではないですね。 

 プラットフォームは取りあえず省庁がつくりましょうみたいな形で進められていると思

うのですけれども、では、ここに書いてある項目は少なくとも各データプラットフォーム

で目線合わせの事項にはなっていると思うので、こういったところは少なくとも議論を、

例えばケーススタディ事業をするときでも、ほかのイベントをするときでも、自分たちの

目線としては持っておいて、そこにフォーカスして意見を出していただけると、その後、

取りまとめとか実装につなげていけるのかな。あるいは実装した後に再検証してさらによ

い形にできるのではないかなと思っています。なので、今ある議論を踏まえて東京都側で

ブレークダウンして先取りするぐらいの取組をなされるといいなとは思っていますね。 

 

【事務局】ありがとうございます。 

 完全に何かルールとかが先にあるだけではなくて、そういう段階ではないときに一定例

えば目線だけ、ガイド的なものだけ合わせてそれに対してやって、また再検証してみたい

な、そういう検討のフェーズに合わせてしっかりそういうものを見ていくべきだというよ

うなことなのかなと理解しました。 

 あと先取りみたいなところは、まさにポリシー策定委員会とかもございますし、そこで

も日置委員にもまた御協力いただきたいなというように思っていますので、引き続きよろ

しくお願いします。 

 

【日置委員】はい。あと１点だけ、結構、越塚先生のスライドにもあったような団体とか

会社さんとかいろいろ先行事例はあるので、ヒアリングされてもよろしいのではないかな

と。 

 

【事務局】そうですね。おっしゃるとおりだと思います。先ほどのデータのスタックポイ

ントみたいなものがありましたけれども、全国各地、もしくは海外も含めてですけれども、
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いろいろな取組があるのは事実ですので、その辺りを参考にするということが基本の活動

の仕方として大事だというように思っております。ありがとうございます。 

 そういう意味では、まさに庄司委員のいろいろな東京都以外の取組とかでもアドバイザ

ーとかもされておると思うのですが、そういった観点も含めて何か御意見いただけますと

幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

【庄司委員】まず関連事業についてということで、ケーススタディ事業はイベントでコメ

ントさせていただきました。混雑情報についても、地域のビジネス上の特徴や、どこの駅

がどれぐらい使われているかという情報についても、何となく感覚的には言われているも

のはあるわけですが、それをデータで実際に把握して見える化して使えるようにするとい

うのは大分距離があることです。ですので、いろいろ官民組み合わせたデータで地域の状

況や特徴をみんなが手軽に把握できるようにするというのは本当に一大事業だと思います。

先ほどのデジタルツインの3Dのも本当にすごいし、私も使わせてもらおうと思いますけれ

ども、そこに入っていくデータを民間のデータも行政のデータも濃密に満たしていくこと

すごく期待感が大きいと思います。 

 続いて、行政データの方なのですけれども、地域の現状とか状況をデータで把握できる

ようにみんなができるようにしていこうという意味では、行政データは本当に重要で、し

かも、やはり市区町村との連携は本当に肝だと思います。 

 先ほどちらっと御説明いただいたデータ、これからというところではあるとは思うので

すけれども、出す側の人に聞いてしまうと出しやすいものしか出てこないのですね。なの

で、もちろん出しやすいものをどんどん出しましょうは当然なのですけれども、そこにと

どまらずにニーズがあるものとかというものもこんなニーズがありましたよとつないでい

くということは大事だと思います。 

 あと結構前に東京都さんが多摩地域でやられたオープンデータラウンドテーブルという

のに出させていただいたことがあるのですけれども、そこで自治体の方が言っていたのは、

フィードバックが欲しい。やはり使われたよという反応が返ってくると励みになるみたい

ですね。逆に言うと、それがないと「意味がある？」のとすぐ言われてしまうということ

なので、中の方々を応援するという意味でも、ここでこんな言及があったとかというので

も含めて、いろいろフィードバックしていくということをプラットフォームが担えたらい

いのではないかと思います。 

 あとは越塚先生のお話は本当に重要なところで、ぜひTDPFあるいはケーススタディ事

業の皆さんとかもうまく相互にやり取りをして相互に発展していければと思います。 

 あとは清水さんのやり続けるのだという一言が大変記憶に残りました。やり続けていく

ということだと思います。 

 以上です。 
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【事務局】庄司委員、ありがとうございます。 

 すみません、まだまだ２巡目、委員の皆さんに御意見を伺いたいところなのですが、す

みません、進行上の都合上、こちらで意見交換というところでございますが、副知事、途

中で戻られて少し越塚委員の御発表は途中からだったかなと思うのですが、最後、よろし

ければ委員の皆様の意見交換を踏まえてコメントいただいてもよろしいでしょうか。 

 

【宮坂副知事】プラットフォームとサービスの議論がありましたけれども、両方ともちゃ

んとやりながら、そして、螺旋階段を上るようにちょっとずつ進化させてやり続けて、両

方とも去年よりも今年をよくしていくということを続けていけば必ずいいものができる、

と信じて改めてやっていこうと思いました。 

 サービスについて去年感じたことを皆さんに共有すると、オリンピック・パラリンピッ

ク、今からまさにパラリンピックがあるのですけれども、バリアフリーをちゃんとやろう

よ、ということで色々なホテルや飲食店、特に多目的トイレについて結構データを集めて

調べました。まず集めるのがとても大変で、民間に対してアンケートを行い、情報がなけ

れば最後は自分たちの手で取りに行きました。 

 これをやったときは、神は細部に宿るではないですけれども、そこまでやらないとデー

タは集まらないのだなとか、トイレ一個取っても都が持っているものもあれば市町村のも

のもあるし、民間のものもありますし、トイレのデータのスペックも種類があります。昔

のデータのスペックは男子と女子があるだけのようなスペックらしいです。でも、今はも

っといろいろな機能が付いているので、機能の有無がわからないと使い物にならないです

よね。スペックそのものが生きたスペックにしていかないといけない、そんな学びもあり

ました。また、１年目、２年目は予算がついて取得できたのですけれども、では、これを

10年とか50年、毎年毎年データ更新できるのかといった問題も結構出るなと思っていて、

改めて構想は大きく持ちながらも、やはりやってみて初めて分かる、神は細部に宿りまく

っている感がすごくよく分かった１年だったのですよね。 

 なので、色々なデータを官民が連携して便利なものをつくるという、あらゆるところで

それをやりたいというゴールを見ながらも、一方では、バリアフリーのトイレ一個、安定

的にできないのにこんなことをできるのか、みたいな気もしています。今日挙げたケース

スタディができなければ、全部データ駆動社会とか本当にやれるのかと言われてしまうの

で、今回挙がったものについてはしっかり取り組んでいって、そして、先ほどのトイレの

場合は更新が課題になっていますように、やっていく上において何が非常に重要なものに

なるのかなど、具体的なものが生々しく洗い出せるような１年にしたいなと思って話を伺

っていました。 

 本当にありがとうございました。 

 

【事務局】ありがとうございます。 
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 まさに具体的に細部にわたるまでやってみることと、あとはやりながらそこで学びを踏

まえてやり続けることというところの重要性かなというように思いました。今年のTDPF

のポリシーもワーキングとかケーススタディでそういうように具体的にやっていくことと

いうところがメインになってきますので、引き続きそういう形で事務局としても進めてい

きたいなというように思っております。ありがとうございます。 

 以上で、本日、第２回の推進会議の次第が全て終了いたしました。 

 後ほどメールにて参加者の皆さんにアンケートをお送りいたしますので、本日発言し切

れなかった御意見や御感想はそちらでお送りいただくようにお願いいたします。 

 

9. 閉会のあいさつ 

【事務局】それでは、最後に、デジタルサービス局の寺崎局長より閉会の御挨拶をいただ

きたいと思います。 

 局長よろしくお願いいたします。 

 

【寺崎局長】デジタルサービス局長の寺崎でございます。 

 前回に引き続き、大変多くの皆様に御参加をいただきまして、厚く御礼を申し上げます。

また、委員の皆様におかれましては、限られた時間の中で今回も本当盛りだくさんな内容

でございましたけれども、大変活発な御発言、御議論をいただきまして誠にありがとうご

ざいました。 

 本日、皆様からいただきました御意見を踏まえまして、今後、関係の皆様と連携しなが

らワーキンググループ活動の一層の充実を図りますとともに、ユースケースの創出や、あ

るいは今回も随分お話に出ましたけれども、コミュニティの形成、活性化など、個別課題

にしっかり取り組んでまいりたいというように考えております。 

 次回のこの場で各事業の進捗状況を改めて御報告等をさせていただきたいと存じます。

今後ともこの会議の場を活用いたしまして各テーマについてしっかり議論を重ね、それを

事業計画として取りまとめ、将来に向けたTDPF事業の充実強化につなげてまいりたいと

いうように考えております。 

 委員の皆様方には引き続きの御指導と御協力をお願いいたしまして、簡単ではございま

すが、閉会に当たっての挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

 

【高橋部長】ありがとうございました。 

 今後の予定に入らせていただきます。第３回の推進会議につきましては、10月から12月

頃をめどに開催予定です。混雑ワーキンググループの方は８月から９月頃、防災データワ

ーキンググループと施設系データ集約ワーキンググループ、こちらの方は９月から10月頃

の開催を予定していますので、ぜひ御参加ください。 

 また、本日、御紹介いたしましたデジタルツインの検討会、これは来週の８月19日に開
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催です。チャットの方に書かせていただきましたが、ぜひウェブの方からお申し込みいた

だければと思います。 

 この後、お送りいたしますアンケート、大変重要でございます。こちらの方もぜひ御回

答いただけると幸いです。先ほど御説明いたしましたSlackへの登録希望、こちらもアンケ

ートに含まれておりますので、皆様の登録をお待ちしています。 

 それでは、以上をもちまして第２回推進会議を終了といたします。 

 本日は大変お忙しい中、ありがとうございました。 

 

【事務局】ありがとうございます。皆様、アンケートもよろしくお願いいたします。 

 


